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舞鶴港の海から望む赤れんが倉庫群。この倉庫群を中心とした舞鶴赤れん
がパークは、散策から、買い物、グルメなど一日中楽しめる施設になって
います。

新時代に求められる
強靱・健全なデータ流通社会の
実現に向けて
―令和5 年版情報通信白書の概要―

京都府 
舞鶴市

特集

地方のかがやき

MIC NEWS 01
騒音や悪臭などに困ったときは
市区町村等の「公害苦情相談窓口」にご相談ください

MIC NEWS 04

お受け取りになっていない
簡易生命保険の保険金はありませんか？

MIC NEWS 02
老人の日・敬老の日に「火の用心」の贈り物
住宅防火・防災キャンペーン実施中！
キャンペーン期間：９月１日（金）～９月 21日（木）

MIC NEWS 03
令和５年10 月３日（火）開講

「社会人のためのデータサイエンス演習」
受講者募集中

マイナンバーカードの活用事例を紹介！
東京都練馬区

新
し
い
農
業
の
担
い
手
と
し
て

地
域
活
性
化
と

自
分
の
夢
を
叶
え
た
い

北海道　北見市
齋藤 波来さん

●令和 4 年 2 月着任　●神奈川県出身

　就職を考えていく中で、経験はな
かったのですが、農業をやってみた
いという気持ちがあり、やるからに
は大規模な農業をやっている北海道
で始めたいなと。そこで出合ったの
が北見市の地域おこし協力隊の募集
でした。

　任期満
了後、地

域農業の
担い手と

して定住
するため

に農業者
のもとで

農業の技
術・知識

の習得お
よび経験

を積んで
います。

同時に、
地域の祭

りなどの
行事にも

積極的に
参加し、

住民の方
々との交

流を図っ
ています

。

　地域の皆さんに認めてもらえるよ
うな一人前の農家になりたいです。
そして、この北見の地で、農業が続
けられればなと考えています。機械
作業の経験も積み、さらに多くの作
業をできるようになりたいです。

　生活するには困
らない大きなま

ちだと思います。
冬、外気温が－

20 度にもなるの
には驚きましたが

（笑）。まちの皆さ
んはとても温かく

て、お話をすると
北見を愛してるん

だなということが
伝わってきます。

地域おこし協力隊に応募したきっかけは ?

地域おこし協力隊として

どんな活動を

していますか？

今後の目標は？

北見市で暮らしてみた

印象は？

Q

Q

Q

Q

収穫されたじゃがいも。

表 紙 の 写 真>> >>

地域を変える新しい力

地域おこし地域おこし
協力隊協力隊

地域おこし協力隊として
活躍する皆さんに、

地域での活動や生活の様子
などをうかがいます。

Vol.6

地域おこし協力隊とは、都市地域から人口減少や高齢化等の進行が著しい地域に移住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR等の地域おこし支援や、農林水産
業への従事、住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組です。隊員は各自治体の委嘱を受け、任期は概ね 1年以上、3年以内です。
総務省では、隊員数を令和 8年度までに 10,000 人に増やすという目標を掲げており、この目標に向け、地域おこし協力隊等の強化を行うこととしています。

Vol.273
2023  September

ゴールが見える農業は、やりがい
があると言う齋藤さん。

齋藤さんは、地域
おこし協力隊で広
大な大地で農業に
従事するという夢
を叶えた。
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特 集

新時代に求められる
強靱・健全なデータ流通社会の

実現に向けて
―令和 5 年版情報通信白書の概要―

特
集 

　 

新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
強
靱
・
健
全
な
デ
ー
タ
流
通
社
会
の
実
現
に
向
け
て

総務省は、本年 7 月、令和 5 年版情報通信白書を公表しました。
情報通信白書は昭和 48 年に前身の通信白書を刊行して以来、今回で 51 回目の刊行です。

情報通信分野における市場の動向やデジタル活用の現状を概観し、
情報通信政策の現状と課題、今後の方向性等を整理するとともに、

特集テーマを定め、関連するトピックを取り上げています。

スマートフォン・タブレット用アプリと電子書籍を無料で提供しています

情報通信白書電子書籍ダウンロードページ
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/
e-book/index.html

※アプリや電子書籍のダウンロードにかかるデータ通信料はご利用者の負担となります。

情報通信白書アプリ

令和 5 年版情報通信白書の特集のポイント

●�

我
が
国
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
高
度
化
の
過
程
を
概
観

す
る
と
と
も
に
、
一
方
向
の
情
報
発
信
が
中
心
で

あ
っ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
１
・
０
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
双
方
向

の
情
報
共
有
が
実
現
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
へ
の
進
展

等
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

●�

主
要
国
の
企
業
に
よ
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
現
状
と

消
費
者
の
意
識
、
政
府
に
よ
る
デ
ー
タ
利
活
用
推
進

施
策
（
例
：
包
括
的
デ
ー
タ
戦
略
、
欧
州
デ
ー
タ
戦

略
）
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
保
護
に
係
る
施
策
（
例
：

改
正
個
人
情
報
保
護
法
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
等
を
整
理
し

て
い
ま
す
。

●�

教
育
・
医
療
等
の
分
野
で
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
先
進
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●�

巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
へ
の
デ
ー
タ
集
中
の
現

状
と
課
題
（
例
：
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
透

明
性
・
公
正
性
へ
の
懸
念
）
を
整
理
し
、
国
内
外

の
対
応
策
（
例
：
改
正
電
気
通
信
事
業
法
、D

igital 

M
arket A

ct

）
を
概
観
し
て
い
ま
す
。

●�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
の
違
法
・
有
害

情
報
や
偽
・
誤
情
報
の
拡
散
等
の
現
状
を
整
理
し
、

国
内
外
に
お
け
る
官
民
の
対
応
策
（
例
：
改
正
プ
ロ

バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
等
制
度
的
対
応
、
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
の
推
進
、
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
充
実
、
Ｇ

７
等
国
際
会
議
で
の
議
論
）
を
概
観
し
て
い
ま
す
。

●�

メ
タ
バ
ー
ス
、デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
、生
成
Ａ
Ｉ
等
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
を
整
理
し

て
い
ま
す
。

●�

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
を
誰
も
が
享

受
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
課
題
・
取
組
（
例
：

通
信
障
害
等
の
非
常
時
で
も
デ
ー
タ
流
通
を
支
え
る

強
靱
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
の
整
備
、　

超
高
速
・
大
容
量

の
デ
ー
タ
流
通
を
可
能
と
す
る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５

Ｇ
の
実
現
、
デ
ー
タ
関
連
技
術
の
国
際
標
準
化
の
推

進
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
等
健
全
な
情
報

空
間
の
確
保
）
を
整
理
・
分
析
し
て
い
ま
す
。

■
第
１
章
■

デ
ー
タ
流
通
の
進
展

■
第
３
章
■

新
時
代
の
強
靱
・
健
全
な

デ
ー
タ
流
通
社
会
の
実
現
に
向
け
て

■
第
２
章
■

デ
ー
タ
の
流
通
・
活
用
の
現
状
と
課
題

　今回の情報通信白書の特集テーマは、「新時代に求められる強靱・健全なデータ流
通社会の実現に向けて」です。我が国の通信インフラの高度化に伴うデータ流通の進展の
過程を整理し、データの流通・利活用の現状と課題、新たな潮流を分析するとともに、データを活
用した多様なサービスの恩恵を誰もが享受できるデータ流通社会の実現に向けた取組等を展望して
います。
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日本

米国

ドイツ

中国

参考値：日本
（2019 年度調査時）

52.8 17.9 15.9 13.4

81.9 7.8 9.7

0.6

77.0 12.9 9.7

1.0

92.6 6.5

1.0

25.2 5.7 6.3 62.8

活用している 検討中 活用する予定はない わからない

個人データの定義が不明瞭であり、線引きが難しい

データの収集・管理にかかるコストの増大

データ漏えい等のインシデントリスクや社会的責任の大きさ

データの取扱いに伴うレピュテーションリスク

データの所有権が自社帰属ではないまたは不明な場合

データの利活用方法の欠如、費用対効果が不明瞭

データを取扱う（処理・分析等）人材の不足

その他

特に課題・障壁はない

日本 米国 ドイツ 中国

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％
19.6％

23.6％18.8％ 27.5％

28.2％

26.5％29.4％31.7％

25.6％
37.9％26.2％ 31.4％

13.4％
32.0％17.8％ 23.6％

10.1％

26.2％15.5％ 18.8％

22.3％

31.7％12.6％
11.7％

23.9％

22.3％9.7％
10.4％

0.4％

0.0％0.0％0.0％

24.9％

9.4％ 12.3％
10.7％
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■第１章 ■　データ流通の進展■第２章 ■　データ流通・活用の現状と課題
>
>
�

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
高
度
化
や
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
等
に
伴
い
、
デ
ー
タ
流
通
も
進
展
し
ま

し
た
。

>
>
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
初
期
の
頃
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
な
ど
片
方
向
の
デ
ー
タ
の
流
通
が
中
心（
Ｗ

ｅ
ｂ
１
・
０
）
で
し
た
。
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
普
及
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
ユ
ー

ザ
間
で
の
双
方
向
の
デ
ー
タ
の
や
り
取
り
が
進
展
し
ま
し
た
（
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
）。

>
>
�

固
定
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
２
０
０
１
年

に
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ（Fiber To The H

om
e

）サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
、
２
０
０
０
年
代
後
半
に
従

来
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
か
ら
の
乗
り
換
え
が
進
展
し
ま

し
た
。
２
０
０
８
年
に
は
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
が
総
契
約

数
に
お
い
て
Ｄ
Ｓ
Ｌ
を
抜
き
、
現
在
ま
で
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
が
主
流
と
な
り
ま
し
た
。

>
>
�

我
が
国
の
企
業
で
も
パ
ー
ソ

ナ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
展

す
る
一
方
、
諸
外
国
の
企
業

と
比
較
す
る
と
そ
の
活
用
状

況
は
低
調
で
す
。

>
>
�

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
活
用
の

課
題
・
障
壁
と
し
て
、
我
が

国
で
は
「
デ
ー
タ
の
収
集
・

管
理
に
係
る
コ
ス
ト
」
や

「
デ
ー
タ
の
管
理
に
伴
う
リ

ス
ク
や
社
会
的
責
任
の
大
き

さ
」
を
挙
げ
る
企
業
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

>
>
�

１
９
９
５
年
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
95
の
発
売

以
降
、
我
が
国
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
急
速

に
普
及
し
、
そ
の
後
、
デ
ー
タ
流
通
・
利
活
用

は
い
く
つ
か
の
ス
テ
ー
ジ
を
経
て
進
化
し
ま

し
た
。

>
>
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
初
期
の
頃（
１
９
９
０

年
代
半
ば
～
２
０
０
０
年
代
半
ば
）
は
「
Ｗ
ｅ

ｂ
１
・
０
」
と
称
さ
れ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
、

電
子
メ
ー
ル
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
信
等
、
片

方
向
の
情
報
・
デ
ー
タ
の
流
通
が
中
心
で
し
た
。

>
>
�

移
動
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
１
９
７
９
年

に
第
１
世
代
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
以
降
、

２
０
２
０
年
に
開
始
さ
れ
た
第
５
世
代
に
至
る

ま
で
約
10
年
周
期
で
世
代
交
代
が
行
わ
れ
、
大

容
量
化
・
高
速
化
の
方
向
で
進
化
が
継
続
し
ま

し
た
。

>
>
�

２
０
０
５
年
前
後
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
投
稿
サ

イ
ト
な
ど
の
登
場
、
そ
の
後
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、
利
用
者
も
自
ら
が

情
報
発
信
の
役
目
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
不
特
定
多
数
の
利
用
者
の
間
で
情
報

が
相
互
に
行
き
交
う
双
方
向
の
情
報
の
流
れ

が
進
ん
だ
時
期
は
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０
」
と
称
さ

れ
ま
す
。

第
１
節
：
デ
ー
タ
流
通
を
支
え
る
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
高
度
化

第
１
節
：

加
速
す
る

デ
ー
タ
流
通
と

デ
ー
タ
利
活
用

第
２
節
：
デ
ー
タ
流
通
と
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
進
展

企業におけるパーソナルデータの活用状況

パーソナルデータ活用における障壁・課題

出典：�総務省（2023）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」および総務省（2020）「データの流
通環境等に関する消費者の意識に関する調査研究」を基に作成

出典：総務省（2023）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」

特
集 

　 

新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
強
靱
・
健
全
な
デ
ー
タ
流
通
社
会
の
実
現
に
向
け
て

1973〜85年頃 1985〜1995年頃 1995〜2005年頃 2005〜2015年頃 2015年〜

・AT&T 分割等 ・冷戦構造終焉
→技術・研究費等の
民間への還流

・WTO 発足と中国の加盟
・Windows95 販売
・プラットフォーマーの誕生

・iPhone 発売
・モバイル向け
  アプリケーション／
  サービスの拡大

　　・国際情勢の複雑化
・COVID-19 の世界的流行
　　・地球温暖化の深刻化

・プラットフォーマーの影響力増大

国際情勢

通信／
データ流通

1G 2G

Web1.0
Web2.0

Web3

3G 4G 5G B5G

通信自由化 市場の競争進展 ネットワークの高速化・大容量化の進展
固定電話中心 携帯電話とインターネット

の普及（初期）
携帯電話の多機能化

ブロードバンドの普及
スマートフォンの

急速な普及

サービスの
高度化
多様化

国
民
生
活
に
不
可
欠
な
社
会
・
経
済
イ
ン
フ
ラ

物
事
を
根
本
か
ら
変
え
る
Ｄ
Ｘ
の
進
展

サービス・端末等の高度化・多様化

初期パソコンの
普及の始まり

日常生活・
ビジネスへの浸透

ICTの活用による
新たな生活様式

パソコン通信　　ADSL（定額制）
民間 ISP 登場 テレワーク

オンライン授業

AI の進化　　生成 AI

メタバース

imode・EZweb　　クラウドサービス
　　　　　　　　　　　　SNS　ネット動画　

出典：総務省作成
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Apple  1.51%

Amazon  0.38%

0

150

300

450

600

2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年

（10 億ドル）

Google
Microsoft

Amazon
Baidu

Meta
Alibaba

Apple
Tencent Holdings

Google

Facebook

Amazon

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

広告 クラウド サブスクリプション 電子商取引 その他

79.4%

97.5%

7.3% 15.6% 6.9% 42.8% 27.4%

2.5%

9.3% 11.3%

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

日本

米国

ドイツ

中国

とても不安を感じる

17.5% 40.9% 17.6% 18.2%5.8%

31.2% 31.9% 16.1% 3.2
%

17.6%

27.2% 39.3% 25.0% 6.1%

14.1% 34.9% 25.1% 24.1%

2.4%

1.8%

やや不安を感じる あまり不安を感じない 全く不安を感じない よくわからない

データの提供に対する適切な同意の取得
提供するデータの種類、項目
提供されたデータの利用目的
提供先が十分なセキュリティを担保すること

日本 米国 ドイツ 中国
適切なデータの取扱方法
データ提供先の組織・企業
提供されたデータを用いたサービス等のメリットの享受

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％
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アプリケーション別
モバイルデータトラヒックの割合

プラットフォーマーが取得する
データ項目

>
>
�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ｅ-

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｅ

ｒ
ｃ
ｅ
、
検
索
等
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
我
々
の
生
活
の

利
便
性
向
上
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

>
>
�

一
方
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等

を
通
じ
て
膨
大
な
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
を
収
集
・
蓄
積
し
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
た
広
告
ビ

ジ
ネ
ス
等
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル

関
連
市
場
で
強
大
な
経
済
的

地
位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

>
>
�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
検
索
な
ど
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
提
供
す
る

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
我
々

の
生
活
の
利
便
性
向
上
に
貢

献
す
る
一
方
、
一
定
数
の

ユ
ー
ザ
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

時
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

へ
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
。

>
>
�

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
へ

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
際
に
重
視
す
る
点
に
つ

い
て
、
我
が
国
で
は
、「
十

分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
担

保
」、「
デ
ー
タ
の
利
用
目

的
」、「
適
切
な
デ
ー
タ
の
取

扱
い
方
法
」
を
挙
げ
る
ユ
ー

ザ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

第
２
節
：

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
へ
の

デ
ー
タ
の
集
中

第
２
節
：

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
へ
の

デ
ー
タ
の
集
中

特
集 

　 

新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
強
靱
・
健
全
な
デ
ー
タ
流
通
社
会
の
実
現
に
向
け
て

売上高の内訳（2022年）

主要プラットフォーマーの売上高の推移

パーソナルデータ提供への不安感の有無

パーソナルデータ提供時に重視する項目・条件

出典：�SANDVINE 「PHENOMENA（THE GLOBAL INTERNET 
PHENOMENA REPORT JANUARY 2023）」を基に作成

出典：�Security.org「The Data Big Tech Companies Have On You」より、
一部抜粋して作成

出典：Statista データを基に作成

出典：総務省（2023）「ICT 基盤の高度化とデジタルデータ及び情報の流通に関する調査研究」

出典：総務省（2023）「ICT 基盤の高度化とデジタルデータ及び情報の流通に関する調査研究」 出典：各社公表資料を基に作成

名前

データ項目

ユーザー名
IP アドレス
検索ワード

コンテンツの内容
コンテンツと広告表示の対応関係

アクティビティの時間や頻度、期間
購買活動

コミュニケーションを行った相手
サードパーティアプリ等でのアクティビティ

閲覧履歴

○
Google

プラットフォーム

-
○
○
-

○
○
○
○
○
○

○
Facebook

-
○
-

○
○
○
-

○
-
-

○
Amazon

○
○
○
-
-
-

○
-
-

○

○
Apple

-
○
○
-
-

○
-
-
-
-



0

1750

3500

5250

7000

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

（件）

1,337 1,560
2,386

2,927
3,400

5,200 5,251 5,598
5,085 5,198 5,407

6,329
5,745

よく知っている どちらかと言えば知っている どちらでもない どちらかと言えば知らない よく知らない

日本

米国

ドイツ

中国

20～29 歳

30～39 歳

40～49 歳

50～59 歳

60 歳以上

［国際比較］

［国内・年代別］

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

9.6% 28.5% 32.5% 18.2%11.2%

31.3% 46.3% 15.0%
2.3%

2.2%

1.5%

5.1%

22.3% 48.8％ 20.8% 5.9%

30.9% 49.0% 14.2% 4.4%

15.0% 31.5% 35.0% 12.0%6.5%

11.0% 30.0% 37.5% 10.5%11.0%

10.0% 28.0% 34.5% 19.0%8.5%

4.0% 28.5% 29.5% 22.0%16.0%

8.0% 24.5% 26.0% 27.5%14.0%

内容や意味を具体的に知っている なんとなく内容や意味を知っている 言葉は聞いたことがある 知らない

日本

米国

英国

フランス

ドイツ

韓国

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

10.2% 18.4% 18.0% 53.6%

53.0% 28.9% 13.3% 4.8%

34.9% 35.7% 18.9% 10.5%

22.1% 22.1% 26.6% 29.2%

26.0% 32.0% 20.7% 21.3%

44.6% 40.6% 11.4% 3.4%

インターネット上のメディア
（SNS やブログなど）

まとめサイト 令和３年度

令和３年度
（％）

19.1 12.0 16.6 20.2 10.7

2.9

18.6

19.5 19.5 21.7 22.2 5.0

1.4

10.7
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新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
強
靱
・
健
全
な
デ
ー
タ
流
通
社
会
の
実
現
に
向
け
て

>
>
�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
上
で
は
、
そ
の

特
性
（
例
：
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
）
に
よ
り
、
自
分
と
似

た
意
見
に
ば
か
り
触
れ
て
し

ま
う
よ
う
に
な
る
（
エ
コ
ー

チ
ェ
ン
バ
ー
）、
自
分
好
み

の
情
報
以
外
が
自
動
的
に

は
じ
か
れ
て
し
ま
う
（
フ
ィ

ル
タ
ー
バ
ブ
ル
）
等
、「
情

報
の
偏
り
」
が
生
じ
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

>
>
�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
普
及
に
よ
り
、

利
用
者
が
様
々
な
情
報
を
容

易
に
入
手
・
発
信
可
能
と
な

る
一
方
、
誹
謗
中
傷
や
偽
・

誤
情
報
の
流
通
・
拡
散
の
問

題
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
・
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク

の
普
及
に
よ
り
、
偽
画
像
・

動
画
の
拡
散
が
加
速
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

>
>
�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
は
自
分
に
近
い

意
見
や
考
え
方
等
が
表
示
さ

れ
や
す
い
傾
向
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
（「
よ

く
知
っ
て
い
る
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
知
っ
て
い

る
」
の
合
計
）
と
回
答
し
た

割
合
は
、
欧
米
と
比
較
す
る

と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
我
が
国
に
つ
い
て
年
代

別
に
見
る
と
、
50
歳
代
お
よ

び
60
歳
代
で
は
他
の
年
齢
層

と
比
較
す
る
と
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

>
>
�

ま
た
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク

等
の
偽
・
誤
情
報
に
関
連
し

た
取
組
の
認
知
度
も
他
国
と

比
較
す
る
と
低
い
状
況
で
す
。

第
３
節
：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
偽
・
誤
情
報
の

拡
散
等

第
３
節
：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
偽
・
誤
情
報
の

拡
散
等

違法・有害情報センターへの相談件数の推移SNS等では自分に近い意見が表示されやすいことの認識

ファクトチェックの認知度

インターネット上の偽・誤情報への接触頻度

AI・ディープフェイクを利用した偽・誤情報の事例

出典：総務省「令和 4年度インターネット上の違法・有害情報対応相談業務等請負業務報告書（概要版）」

出典：総務省（2023）「ICT 基盤の高度化とデジタルデータ及び情報の流通に関する調査研究」

出典：総務省「令和３年版　国内外における偽情報に関する意識調査」

出典：総務省「令和３年版　国内外における偽情報に関する意識調査」

出典：各種ウェブサイトを基に作成

出典：�Spectee「静岡災害デマ、画像
生成 AI の急速な進化がもたらす
新しい時代（2022.09.28）

（問）直近の1か月の間で、あなたは次のメディアの中でどのくらいの頻度で
　　 フェイクニュース※を見かけますか。※ここでは、虚偽または誤解を招くと考えられる情報／ニュースを指します。

　  毎日、またはほぼ毎日	 　ほとんどない	 　　一度も見たことがない
　  最低週１回		  　頻度は分からない	 　　そもそも何がフェイクニュースなのかが分からない
　  月に数回

年

2021

2022

2023

エリア

欧州

日本

米国

米国

内容

ロシアの議員のディープフェイク動画と気づかずに欧州の議員が
ビデオ電話会議を実施した

「Stable Diffusion」が静岡県の台風洪水デマ画像作成に使われ、
Twitter 上に投稿された

政治活動家が、バイデン大統領が第三次世界大戦の開始を告げる
動画を作成。作成者は AI で作成した旨を説明したが、
多くの人が説明をつけないまま動画を共有した

ベリングキャットの創設者が、トランプ前大統領が逮捕される偽画像を
「Midjourney」を使用して作成・公表し、Twitter 上で拡散された



内容や意味を具体的に知っている（人に内容や意味を説明できる） なんとなく内容や意味を知っている
言葉は聞いたことがある 知らない・初めて聞いた

日本

米国

ドイツ

中国

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

7.3% 20.1% 35.3% 37.3%

21.1% 41.9% 23.5% 13.5%

17.0% 32.9% 28.2% 21.9%

18.7% 38.8% 30.7% 11.8%
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新
時
代
に
求
め
ら
れ
る
強
靱
・
健
全
な
デ
ー
タ
流
通
社
会
の
実
現
に
向
け
て

■第３章 ■

新時代の強靱・健全なデータ流通社会の実現に向けて

>
>
�

デ
ー
タ
流
通
の
新
た
な
潮
流
と

し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活

用
し
た
デ
ー
タ
の
流
通
・
分
散
管

理
を
ベ
ー
ス
と
す
る
「
Ｗ
ｅ
ｂ

３
」、
そ
の
応
用
技
術
（
例
：
分

散
型
自
律
組
織
（
Ｄ
Ａ
Ｏ
））
が

登
場
し
て
い
ま
す
。

>
>
�

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
Ｘ
Ｒ
技

術
等
の
高
度
化
に
伴
い
、
メ
タ

バ
ー
ス
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を

活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が

登
場
し
、
国
民
の
認
知
度
も
向

上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
教

育
、
地
域
活
性
化
、
イ
ン
フ
ラ

管
理
、
防
災
、
農
業
等
で
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

>
>
�

進
化
の
著
し
い
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
も
、
対
話
型
言
語
モ
デ
ル

「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ 

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」、
テ
キ
ス

ト
を
入
力
す
る
と
画
像
を
生
成

す
る
「
プ
ロ
ン
プ
ト
型
画
像
生
成

Ａ
Ｉ
」
な
ど
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

>
>
�

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
多
様
な

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
は
我
々

の
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い

ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
３
の
応
用
技

術
や
メ
タ
バ
ー
ス
等
の
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
も
注
目
を
集
め

て
お
り
、
地
域
活
性
化
、
防

災
等
の
我
が
国
が
抱
え
る

様
々
な
社
会
的
・
経
済
的
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

>
>
�

デ
ー
タ
の
安
全
か
つ
適
正
な

流
通
を
促
進
し
、
デ
ー
タ
利

活
用
の
恩
恵
を
誰
も
が
享
受

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
組
の
推
進
が
重
要
で
す
。

第
１
節
：

デ
ー
タ
流
通
・

活
用
の

新
た
な
潮
流

第
２
節
：

豊
か
な
デ
ー
タ

流
通
社
会
の
実
現

に
向
け
て

メタバースの認知度（国際比較）

出典：総務省（2023）「ICT 基盤の高度化とデジタルデータ及び情報の流通に関する調査研究」

メタバース活用事例 デジタルツイン活用事例

出典：東京大学 出典：静岡県

◇バーチャル静岡◇東京大学メタバース工学部

データ流通・利活用を巡る取組

デ
ー
タ
流
通
を
支
え
る

強
靱
な
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

標
準
化
・
国
際
ル
ー
ル
形
成
へ
の
貢
献

超
高
速
・
超
大
容
量
の
デ
ー
タ
流
通
を
支
え
る

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
の
早
期
実
現

豊
か
か
つ
健
全
な
情
報
空
間
の
実
現

◆�

非
常
時
で
も
継
続
的
に
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、
災
害
に
強
い
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
代
替
手
段
の
確
保
（
例
：
事
業
者
間
ロ
ー
ミ

ン
グ
、
非
地
上
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
）

◆�

災
害
に
対
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
等
の
観
点
か
ら
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
や
海
底
ケ
ー
ブ
ル
等
の
立
地
分
散
化
を
推
進

◆�

国
際
情
勢
が
複
雑
化
す
る
中
、
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
リ

ス
ク
へ
の
対
応
を
強
化

◆�

国
境
の
な
い
デ
ジ
タ
ル
空
間
で
は
、
国
際
社
会
と
連
携
し
て

標
準
化
や
ル
ー
ル
を
推
進
・
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

◆�

普
及
・
進
化
が
著
し
い
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
広
島
Ａ
Ｉ
プ
ロ
セ
ス
」
や
Ｇ
７
デ

ジ
タ
ル
・
技
術
大
臣
会
合
で
合
意
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
等
に
基
づ
き
、
各
国
と
連
携
し
て
Ａ
Ｉ
の
利
用
環
境
整

備
等
を
推
進

◆�

メ
タ
バ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、メ
タ
バ
ー
ス
間
の
相
互
運
用
性
の

実
現
、
関
連
技
術
の
国
際
標
準
化
等
に
向
け
た
取
組
を
促
進

◆�

メ
タ
バ
ー
ス
等
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
、
デ
ー
タ
主

導
型
の
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の
実
現
に
向
け
て
、
超
高

速
・
超
大
容
量
・
超
低
遅
延
の
デ
ー
タ
流
通
を
可
能
と
す

る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
（
６
Ｇ
）
に
向
け
た
取
組
を
強
化
・

加
速

◆�

地
球
温
暖
化
等
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
超
低
消
費

電
力
で
の
デ
ー
タ
流
通
を
可
能
と
す
る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５

Ｇ
の
早
期
実
現
が
必
要

◆�

玉
石
混
交
の
デ
ー
タ
・
情
報
が
流
通
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空

間
に
お
い
て
、
国
民
一
人
一
人
が
、
適
切
に
情
報
を
受
発
信

し
た
り
、
Ａ
Ｉ
等
の
新
た
な
ツ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ス
を
正
し
く

活
用
し
た
り
す
る
た
め
の
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

◆�

表
現
の
自
由
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
透
明
性
を
確
保
し
た
上

で
、
情
報
の
媒
介
者
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
を
含

め
た
幅
広
い
関
係
者
に
よ
る
自
主
的
取
組
（
例
：
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
、
研
究
開
発
）
の
促
進
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行
政
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て

市
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指
す「
海
の
京
都
」

五老スカイタワー
五老岳の頂上にそびえる高さ 50 ｍの展望塔、
五老スカイタワー。「五老岳からの舞鶴湾」は
近畿百景第 1位に選ばれたほどの見ごたえ。

近畿百景第1位

舞
鶴
市 

 

京
都
府

倉
庫群
や博
物館などがある観光スポット

明治時代の 8棟の赤れんが倉庫群。改装し
た 5棟にカフェや展示施設などが入る。ラ
イブイベントやアートフェスタも開催される。

赤れんがパーク

北
きた

吸
す い

トンネル
明治
37年に造られたトンネル

かつては鉄道として、現在は自転車・歩行者
道路として利用されるアーチ型のれんが積み
トンネル。国の登録有形文化財。

神崎浜海水浴場
白砂
青松の風光明媚な海岸

約 2km の遠浅
の海岸。広い砂
浜と松林があり、
夏は地元で「ハ
マナシ」と呼ば
れるハマナスが
咲く。キス釣り
の名所でもある。

Maizuru
City
人　口：77,239人
　　　　（令和５年６月1日現在）
面　積：342.13㎢
市の花：ツツジ
市の木：ケヤキ
URL　https://www.city.maizuru.
　　　kyoto.jp

未来に希望がもてる
活力あるまちへ

　舞鶴市は「未来に希望がもてる活力あるまち」をまちの将
来像として、希望を次世代に継承できるよう、安全で安心、
魅力的なまちづくりをすすめています。
　舞鶴市内には、赤れんが倉庫群などの近代化遺産や城下町
の風情を残すまち並み、引揚の史実を伝え平和の尊さを広く
発信する引揚記念館、海に面した豊かな自然に育まれたおい
しい農水産物など、お勧めできるものがたくさんあります。
　四季折々に魅力あふれる舞鶴市へぜひお越しください。

舞鶴市長　鴨
かも

田
だ

秋
あき

津
つ

松尾寺で毎年、花祭りに
奉納される。６人の舞人
が金色の仏面をかぶり、
優雅に舞う。門前町の松
尾寺仏舞保存会が伝承。

松
ま つ

尾
の お

寺
で ら

の
仏舞

奈良時代から伝わる

金剛院
田辺城城主・細川幽斎公の
イメージキャラクター

ゆうさいくん
寺号は慈恩寺。重要文化財の三重の塔をはじめ多くの文化財が。執

しゅう

金
こん

剛
ごう

神
じん

立像と深
じん

沙
じゃ

大
だい

将
しょう

立像は鎌倉時代の仏師快慶による。

紅葉
の美しさでも名高い

万願寺甘とう

北
前
船
の
時
代
か
ら
使
わ
れ
る
西
港
と

赤
れ
ん
が
に
明
治
の
面
影
を
残
す
東
港

夏場
のビタミン補給に最適

大正末期、万願寺地区で栽培された
のが始まりとされる。平成元年に特
に優れた京都の伝統野菜として「京
のブランド産品」第 1号に認証。

舞鶴観光協会
キャラクター

チョキまる

舞鶴の海産物
カニ
、サワラなど種類が豊富

舞鶴漁港に揚がるズワイガニのうち
重さ 800ｇ以上かつ姿が整った「舞
鶴かに」、3.0kg 以上の鰆の「特選
京鰆」などが自慢。

面
影
の
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
で
す
。

　

美
し
く
印
象
的
な
風
景
が
点
在
し
、
映

画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
た

び
た
び
選
ば
れ
て
い
る
両
地
区
に
加
え

て
、
豊
か
な
自
然
の
あ
る
北
部
の
大
浦
地

区
、
西
部
の
加
佐
地
区
か
ら
な
る
舞
鶴
市

は
農
業
も
盛
ん
で
、
京
野
菜
の
万
願
寺
甘

と
う
、
舞
鶴
茶
な
ど
の
名
産
品
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
市
内
各
所
の
漁
港
に
は
舞
鶴
か

に
、
岩
が
き
、
と
り
貝
な
ど
が
揚
が
り
、

一
年
を
通
し
て
絶
品
の
海
産
物
を
味
わ
え

ま
す
。

　

京
都
府
の
北
東
部
、
舞
鶴
湾
に
面
し
た

舞
鶴
市
の
市
街
地
に
は
東
西
２
つ
の
大
き

な
港
が
あ
り
、
港
町
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

表
情
を
持
ち
ま
す
。

　

東
港
に
臨
み
、
海
軍
の
町
と
し
て
発
展

し
た
東
地
区
に
は
、
明
治
時
代
に
造
ら
れ

た
赤
れ
ん
が
造
の
倉
庫
や
ト
ン
ネ
ル
、
橋

脚
な
ど
が
今
も
残
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

風
景
が
広
が
り
ま
す
。

　

北
前
船
の
寄
港
で
栄
え
た
西
港
の
あ
る

西
地
区
は
戦
国
武
将
の
細
川
幽
斎
が
居
城

と
し
た
田
辺
城
の
跡
が
あ
り
、
城
下
町
の

舞鶴の
まつり

伝統
的な様 な々催し

海神を鎮める吉原の万灯籠（右上）。竹と藁
わら

で作っ
た船に御供え物を積み、沖に流す小

お

橋
ばせ

の精
しょう

霊
らい

船
ぶね

( 右下 )。みなと舞鶴ちゃった花火大会（左上）。
雨引神社の城

じょう

屋
や

の揚
あげ

松
たい

明
まつ

（左下）。
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業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
住
民
サ
ー
ビ
ス

や
市
民
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、

舞
鶴
市
は
令
和
4
年
度
か
ら
令
和
8
年
度

を
期
間
と
す
る「
舞
鶴
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
際
し
て
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
、
行
政
手
続
に
か
か
る
負
担
を
軽
く
、

と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
政
手
続
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
し
た
ほ
か
、
役
所
の
窓
口
に
行
く
前

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
予
約
を
と
れ

る
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

給
付
金
の
申
し
込
み
や
職
員
募
集
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま

す
。

舞鶴市の取組

01
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
る

行
政
D
X

妊娠の届け出と出産・子
育て応援給付金の申請が
オンラインで可能に。

舞鶴市の取組

02
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
支
援
を
受
け

「
書
か
な
い
窓
口
」
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

証明書交付機の利用数は
右肩上がり。今年 6 月
は 1,489 回利用された。

事前予約すれば職員が必要な書類をまとめて
用意してくれる「おくやみコーナー」。

氏名や住所が記載された書類を
出力できる「書かない窓口」シ
ステム。

省
の
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

利
用
し
、
先
行
し
て
窓
口
情
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
る
会
津
若
松
市
の
職
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
6
月
に
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
、

転
出
入
や
転
居
の
住
民
異
動
届
や
国
民
健

康
保
険
の
手
続
で
は
家
族
全
員
分
の
氏
名

な
ど
が
印
字
さ
れ
る
た
め
記
入
の
負
担
が

減
る
だ
け
で
な
く
、
ミ
ス
が
避
け
ら
れ
、

事
務
効
率
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
令
和
4
年
度
に
は
市
役
所
内
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
、
住
民
票
の

写
し
な
ど
を
取
得
で
き
る
証
明
書
交
付
機

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

転
出
入
や
死
亡
後
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
に
伴
う
手
続
き
で
は
申
請
書
に
住
所

や
氏
名
を
何
か
所
も
記
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
市
民
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、

舞
鶴
市
は
「
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

　

導
入
に
際
し
て
は
、
様
々
な
分
野
の
専

門
家
の
支
援
や
助
言
を
受
け
ら
れ
る
総
務

地域情報化アドバイザー（会津若松市職員・伊
藤文徳さん ) とオンラインでやりとりを重ねた。

平成 29年度からお試し住宅に
取り組んでおり、令和5年３月、
第 6号の住宅が完成した。

地域の人々と移住希望者が膝を交えて語り合い、舞鶴での暮らし
を理解してもらう。

お試し住宅のリフォームは舞鶴高専の生徒がプランを担当する。
議論を重ねながら一軒ずつコンセプトを検討。

舞鶴市の取組

03
３
ス
テ
ッ
プ
の
面
談
と
意
見
交
換
で

移
住
の
リ
ア
ル
を
実
感
し
て
も
ら
う

移
住·

定
住
促
進

理
解
し
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
舞
鶴
市
は
市
街
地
の
古
民
家
を
活

用
す
る
た
め
、
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校

と
連
携
し
て
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、

子
育
て
世
代
の
移
住
者
に
10
年
間
貸
し
出

す
居
住
促
進
住
宅
（
お
試
し
住
宅
）
に
取

り
組
み
、
さ
ら
に
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

も
設
け
て
移
住
者
交
流
会
な
ど
で
移
住
後

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
の
た
め
に
は
自
治
体
に
よ

る
橋
渡
し
と
マ
ッ
チ
ン
グ
が
欠
か
せ
な
い
、

と
の
考
え
か
ら
舞
鶴
市
は
移
住
者
と
の
面

談
や
意
見
交
換
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
市
職
員
が
移
住
希
望
者
に
舞
鶴

に
住
み
た
い
理
由
な
ど
を
聴
く
と
と
も
に
、

こ
の
土
地
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
説
明
し

た
う
え
で
希
望
者
が
前
向
き
で
あ
れ
ば
、

区
長
会
な
ど
の
地
域
組
織
、
空
き
家
の
所

有
者
、
自
治
会
と
3
ス
テ
ッ
プ
で
面
談
し
、

舞 鶴 市に

移住しました地域おこし協力隊として
市内企業の

合同研修などを企画

若い人の
エネルギーに
あふれるまちに
したいです 地域おこし協力隊員

原田翔太さん

西舞鶴高校の「海の
環境を考える」チー
ムと海岸のごみを拾
い、アート作品に。

舞鶴同期会は市内の
若手社員が横のつな
がりを作る機会に。

　神奈川県の自動車メーカーの新車開発部門で働いていた原田翔太さん
は「やりがいのある仕事でしたが、子育ての時間を確保するのが難しいこ
ともあり、妻の実家がある京都北部への移住を考えました」。昨年、地域
おこし協力隊として舞鶴に移住し、移住希望者への対応、市内事業者の新
入社員を対象とする合同新人研修の「舞鶴同期会」の運営、高校の探究学
習のサポーターとしての活動など地域活性化のミッションに取り組む日々。
「子育て施設も充実していて、公私ともに有意義な生活を送れています」
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 騒音や悪臭などに困ったときは
 市区町村等の
「公害苦情相談窓口」にご相談ください

MIC NEWSMIC NEWS

01市
区
町
村
ま
た
は
都
道
府
県
の
公

害
苦
情
相
談
窓
口
の
担
当
職
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

担
当
職
員
が
、
相
談
を
受
け
た
こ

と
に
つ
い
て
被
害
の
実
情
な
ど
を

調
べ
ま
す
。

被
害
の
原
因
や
実
態
が
は
っ
き
り

す
る
と
、
担
当
職
員
が
関
係
者
に

対
し
改
善
の
た
め
の
指
導
や
助
言

を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
公
害
苦
情
の
解

決
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
区
町
村
ま
た
は
都
道
府
県
の
公
害
苦
情
相
談
窓
口
で
は
、

無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

公
害
苦
情
相
談
で
解
決
で
き
な
い
と
き

は
、「
公
害
紛
争
処
理
」
の
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
公
害
紛
争
処
理

は
、
公
害
紛
争
処
理
機
関
（
公
害
等
調
整

委
員
会
や
都
道
府
県
の
公
害
審
査
会
等
）

が
間
に
入
り
、
紛
争
の
解
決
を
図
る
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
公
害
紛
争
処
理
機

関
が
当
事
者
の
間
に
入
っ
て
両
者
の
話
合

い
を
積
極
的
に
リ
ー
ド
し
、
双
方
の
互
譲

に
基
づ
く
合
意
に
よ
っ
て
紛
争
の
解
決
を

図
る
「
調
停
」
と
い
う
手
続
の
ほ
か
、
裁

定
委
員
会
が
加
害
行
為
と
被
害
の
発
生
と

の
間
の
因
果
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
判
断

す
る
「
原
因
裁
定
」、
公
害
に
係
る
被
害

に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
に
関
す
る
紛
争
が

生
じ
た
場
合
に
、
裁
定
委
員
会
が
損
害
賠

償
責
任
の
有
無
お
よ
び
賠
償
額
に
つ
い
て

判
断
す
る
「
責
任
裁
定
」
と
い
う
手
続
が

あ
り
ま
す
。

　

事
件
の
申
請
手
数
料
は
裁
判
に
比
べ
て

低
く
抑
え
ら
れ
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

行
政
の
費
用
負
担
で
資
料
の
収
集
や
調
査

を
行
う
な
ど
、
当
事
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
公
調
委　

公
害
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
電

話
や
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

公害で困ったら市区町村等の「公害苦情相談窓口」に相談することができます

公害苦情相談で解決できないときは

このような被害でお困りですか？

解
決
ま
で
の
流
れ

騒  音

悪  臭

大気汚染

振  動

公害苦情相談窓口はこちらから

お 知 ら せ 総務省公害等調整委員会事務局

• 建設工事の音に対するストレスがある。
•工場の機械の音がやかましく、体調がすぐれない。
• 深夜営業店の騒音がひどく、安眠できない。

•�食品加工工場から魚の腐ったような臭いが
 漂っていて、気分が悪くなる。
• 養豚、養鶏場から不快な臭いがして困っている。
• 飲食店から排出される調理の臭いに困っている。

•工場からの煙や粉じんで、家や車、洗濯物などが
 汚れる。
• 建物解体によるアスベストが心配。
• 焼却場の煙の中に有害物質が含まれているかも
 しれない。

•�工事現場のトラックの出入りや作業機械のせいで、
家が揺れ、壁にひびが入る。

苦
情
相
談

現
地
調
査

改
善
指
導

解
決
！

公害苦情相談窓口  https://www.soumu.go.jp/kouchoi/complaint/soudan_madoguchi.html

公調委  公害相談ダイヤル  
TEL 03-3581-9959
月～金曜日  10:00 ～12:00、13:00 ～17:00
　　　　　 （祝休日および 12 月 29 日～１月３日は除く）
e-mail kouchoi@soumu.go.jp
URL    https://www.soumu.go.jp/
            kouchoi/

https://www.soumu.go.jp/kouchoi/
application_guide.html#heading04

市区町村または都道府県の公害苦情相談窓口の連絡先は、
公害等調整委員会ホームページに掲載されています。

公害等調整委員会における手続の一部について「書面等のオン
ライン提出」および「手続のウェブ会議方式による実施」が令
和５年４月１日から可能となりました。
詳細は公害等調整委員会ホームページ中の「調停、裁定等の申
請手続の御案内」＞「書面等のオンライン提出・ウェブ会議方
式の利用」に掲載しています。

公害等調整委員会
　このような身近な「騒音」や「悪臭」などによる被害でも、相当範囲にわたる（ある程度の
広がりがある）場合は、「公害」となります。

公害相談ダイヤル 検索
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防炎

防炎

防炎

住宅火災による死者数と高齢者の割合

（
注
）
本
講
座
は
令
和
４
年
10
月
に
実
施
し
た
講
座
を

　
　

  

再
び
開
講
す
る
も
の
で
す
。
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老人の日・敬老の日に「火の用心」の贈り物

住宅防火・防災キャンペーン実施中！
キャンペーン期間：９月１日（金）～９月21日（木）

MIC NEWSMIC NEWS

02
　

近
年
の
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
を
見

る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
占
め
る
割

合
が
7
〜
8
割
と
高
水
準
で
推
移
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
高
齢

化
の
進
展
に
伴
い
、
高
齢
者
の
住
宅
火
災

に
お
け
る
死
者
数
の
割
合
は
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
住
宅
火
災
か
ら

高
齢
者
を
守
る
た
め
、
敬
老
の
日
を
中
心

に
毎
年
「
住
宅
防
火
・
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
：
９
月
１
日
～
９
月
21
日
）。

　

た
ば
こ
や
ス
ト
ー
ブ
、
こ
ん
ろ
等
の
火

が
寝
具
や
衣
類
に
燃
え
移
り
、
火
事
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
寝
具
、
衣
類
及
び

カ
ー
テ
ン
な
ど
に
は
、
燃
え
に
く
く
作
ら

れ
た
「
防
炎
品
」
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

火
が
燃
え
移
り
に
く
く
な
り
、
ま
た
、
燃

え
移
っ
た
と
し
て
も
急
激
な
拡
大
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
は
、

逃
げ
遅
れ
な
い
よ
う
、
火
災
の
発
生
を
で

き
る
限
り
早
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
を
検
知
し

て
警
報
を
鳴
ら
す
も
の
で
、
火
災
を
早
く

知
る
た
め
に
有
効
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
き
ち
ん
と
作
動
す

る
よ
う
に
、
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て

い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
池
切
れ
や

故
障
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
本
体
を
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
こ
と
で
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
、
消
火
器
を
使
っ

て
初
期
消
火
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
普
段
か

ら
使
い
方
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
15
日
は
老
人
の
日
、
18
日
は
敬
老

の
日
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
点
検
し
た
り
、
防
炎
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
す
る
な
ど
火
災
か
ら
身

を
守
る
方
法
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

布
団
や
枕
、
パ
ジ
ャ
マ
や

エ
プ
ロ
ン
は「
防
炎
品
」で
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
定
期
的
に
点
検・

10
年
を
目
安
に
交
換
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

お
う
ち
に
住
宅
用
消
火
器
は

あ
り
ま
す
か
？

高齢者を住宅火災
から守るために

　各自治体の火災予防条例で
設置が義務づけられている「住
宅用火災警報器」。その寿命は
約 10 年ですが、故障する可能性
も考えて年2 回程の定期的な点
検が必要です。また、10 年を目
安に本体を交換しましょう。

　「防炎品」であれば、万が一、
火災が発生しても、急激に火
炎が拡大するのを防ぐことがで
きます。
　寝具や衣類、カーテンやじゅう
たん、車やバイクのボディカバー
などにも「防炎品」はあります。

　消火器には、小さく軽い「住
宅用消火器」や、スプレー式で
高齢者でも扱いやすい「エアゾー
ル式簡易消火具」といったもの
も販売されています。

逃げ遅れを防ぐために

防炎品を使いましょう

住宅用消火器などを
用意しましょう

総務省消防庁予防課予防係
Tel. 03-5253-7523
https: //www.fdma.go.jp/relocation/html/
           life/juukei.html

お問い合わせ先

 令和５年10月３日（火）開講
「社会人のためのデータサイエンス演習」
 受講者募集中
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総
務
省
は
、
統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の

た
め
の
取
組
と
し
て
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
そ
の
講
座
の
一
つ
で
あ
る
「
社

会
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
演

習
」
を
令
和
５
年
10
月
３
日
（
火
）
に
開

講
し
ま
す
。

　

講
座
内
で
は
、
実
践
的
な
デ
ー
タ
分
析

の
手
法
を
学
習
す
る
ほ
か
、
E
x
c
e
l

や
統
計
解
析
ソ
フ
ト
R
を
使
っ
て
実
際

に
演
習
も
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
受
講
登
録
が
可
能
（
登
録

料
及
び
受
講
料
無
料
）
で
す
の
で
、ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

社
会
人
・
大
学
生
を
対
象
と
し
た
、

実
践
的
な
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
を

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る

無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
で
す

受 講 の 流 れ

下記 URLまたはQR コードから
無料で受講登録

講師による説明動画でデータサイ
エンスを分かりやすく解説

各週の確認テストにより理解度を確
認、最終課題により習熟度を確認

確認テストおよび最終課題の得点
率により修了証を取得

受講登録

確認テスト
最終課題

修了証の取得

講義動画視聴
ディスカッション

講 座 内 容

Week1：データサイエンスとは
　　　　　　  データ分析に基づく問題解決プロセスを紹介。

Week2：分析の概念と事例
　　　　　　  記述統計によるデータの把握と比較の方法を学ぶ。

Week3：分析の具体的手法
　　　　　　  2変数の関係や時系列データの解釈について学ぶ。

Week4：ビジネスにおける
　　　　 予測と分析結果の報告 
　　　　　　  予測、評価、分析結果の報告と解釈について学ぶ。

Week5：ビジネスで
　　　　 データサイエンスを実現するために
　　　　　　  ビジネスや組織における活用ポイントを解説。

補講・演習
　　　　　　  Excel や統計解析ソフト R を使って実際に演習。

データサイエンス・オンライン講座
「社会人のためのデータサイエンス演習」
https://gacco.org/stat-japan2/

受講登録はこちらから

受講料無料
スキマ時間でできる！ 

１回あたり 約10 分
スマホ・タブレット
受講OK
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マイナンバーカードの活用事例を紹介！

東京都練馬区

マイナンバーカードを活用した
電子母子手帳アプリの提供

　

東
京
都
練
馬
区
で
は
、
忙
し
い
妊
娠
期
、

子
育
て
期
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
電
子
母
子

手
帳
ア
プ
リ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ア
プ

リ
を
利
用
す
る
に
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
に

よ
る
認
証
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
公
的
個
人
認
証
機
能
を
活
用
し
た
認

証
も
選
択
が
可
能
で
す
。

　

ア
プ
リ
の
機
能
と
し
て
は
、
乳
幼
児
健

診
の
結
果
の
受
け
取
り
や
乳
幼
児
期
特
有

の
複
雑
な
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

自
動
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
妊
娠
週
数
や
お
子
さ
ん
の
月
（
年
）

齢
に
合
わ
せ
た
保
健
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
親
子
で
楽
し
め
る
子
育
て
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

加
え
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
認
証
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、

デ
ー
タ
共
有
が
可
能
と
な
る
た
め
、
お
子

さ
ん
の
日
々
の
成
長
記
録
を
ご
家
族
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ア
プ
リ
の
利
用
者
か
ら
は
「
紙
の
母
子

手
帳
は
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
一
方
し
か
持

つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

持
っ
て
い
な
い
方
は
内
容
を

見
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
。

夫
婦
間
で
母
子
手
帳
の
内
容

を
共
有
で
き
て
、
ど
こ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
母

子
手
帳
は
あ
り
が
た
い
。」

と
の
声
が
あ
り
、
夫
婦
双
方

の
積
極
的
な
育
児
へ
の
参
加

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

区
で
は
、
今
後
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

住
民
の
利
便
性
の
向
上
に
つ

な
が
る
取
組
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

編 集 後 記
e d i t o r i a l  n o t e

　

９
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご
紹

介
し
た
の
は
、
今
年
市
制
移
行
80
周
年
を

迎
え
る
京
都
府
舞
鶴
市
で
す
。
舞
鶴
市
は

京
都
府
北
部
に
位
置
し
、
舞
鶴
湾
に
面
し

た
旧
海
軍
の
歴
史
を
感
じ
る
街
で
す
。
現

在
で
も
海
上
自
衛
隊
の
舞
鶴
地
方
隊
が
置

か
れ
て
お
り
、
遊
覧
船
で
海
軍
ゆ
か
り
の

港
を
め
ぐ
る
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
自
衛
隊
の

護
衛
艦
を
間
近
で
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

牡
蠣
や
蟹
な
ど
の
海
鮮
の
他
、
海
上
自
衛

隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
の
協
力
を
受
け
た

「
ま
い
づ
る
海
自
カ
レ
ー
」
も
有
名
で
す
。

　

舞
鶴
市
で
取
り
組
ん
だ
ス
マ
ー
ト
窓
口

推
進
事
業
は
、
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
優
良
事
業
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
転
出
入
の
手
続
き
で
こ
れ
ま

で
手
書
き
し
て
い
た
氏
名
・
住
所
等
を
印

字
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
手
続
き
の

簡
略
化
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と

便
利
に
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。　

（
広
報
室　

Ｃ
・
Ｈ
）

お受け取りになっていない
簡易生命保険の
保険金はありませんか？

MIC NEWSMIC NEWS

04
　

民
営
化
前
の
簡
易
生
命
保
険
に
つ
い
て
、

保
険
金
等
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
い
て
い

な
い
お
客
さ
ま
に
「
保
険
金
等
支
払
案
内

書
」
の
送
付
に
加
え
、
郵
便
局
員
等
に
よ

る
手
続
案
内
、
か
ん
ぽ
生
命
に
よ
る
電
話

連
絡
等
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
受

け
取
り
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
お
受
け
取
り
い
た
だ
い
て

い
な
い
保
険
金
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
保
険
証
書
を
ご
確

認
の
上
、
ご
請
求
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
お
引
越
し
等
に
伴
う
住
所
変
更

の
お
手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、
重
要

な
お
知
ら
せ
を
お
届
け
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
か
ん
ぽ
生
命
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
オ
ー

ダ
ー
〈
郵
送
〉）
ま
た
は
お
近
く
の
郵
便

局
で
住
所
や
電
話
番
号
の
変
更
の
お
手
続

き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お問い合わせ先は、
最寄りの郵便局、

かんぽ生命の支店、
または

かんぽコールセンター
まで

受付時間　（平日 /9:00 ～21:00、土・日・休日 /9:00 ～17:00※1月1日～3日を除きます）
※「保険証書」や「ご契約内容のお知らせ」により、契約内容・保障内容等をご確認ください。
※個人情報保護のため、契約者などご本人さまからのお電話をお願いいたします。

●かんぽコールセンター　　　　　　　　Tel.  0120-552-950（通話料無料）
　ご高齢のお客さま専用コールセンター　Tel.  0120-744-552（通話料無料）

●独立行政法人 郵便貯金簡易生命保険管理・郵便局ネットワーク支援機構
　https://www.yuchokampo.go.jp/topics/attent_kampo.html

※郵政博物館提供

いま一度、
保険証書を

ご確認ください

見本

見本

見本 見本

見本

※民営化前の簡易生命保険契約に基づく保険金等の支払については、民営化後も政府保証が継続しています。 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、電子メールでお寄せください　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp
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